
⑥ その他のご意見

多くのご意見をいただきましたので、現時点では河川管理者の考え方の記述に精粗が
ありますことをご容赦願います。

【平成２０年２月６日現在】



「多くのご意見をいただきましたので、現時点では河川管理者の
考え方の記述に精粗がありますことをご容赦願います。」

意見をいただ
いた方法

開催場所 いただいたご意見 いただいたご意見に対する考え方 記載箇所

第1回ふれあ
い懇談会

稲沢会
場

今まで川に対する関心がほとんどなかったわけですが、只今現地を巡視しまし
て改めて認識を深めたわけですが、これからは水を大切に使用をしていかなけ
ればと痛切に感じました。

貴重なご意見ありがとうございます。 -

第1回ふれあ
い懇談会

羽島会
場

昔は南濃大橋の下あたりで牛と一緒に遊泳しました。
工事は毎日見ていました。寒い冬、水中での作業ご苦労様でした。

貴重なご意見ありがとうございます。
今後の河川行政の参考とさせて頂きます。

－

第2回ふれあ
い懇談会

桑名会
場

1号線の尾張大橋の架け替えはないのか。
弥富側は橋の取り付け部分は堤防が低くなっている。

いただいたご意見は、河川整備計画原案（案）に反映していません。橋梁等の改築は、施設管
理者と協議・調整していきます。ご理解願います。

－

第2回ふれあ
い懇談会

美濃加
茂会場

深沢峡の「五月橋」を架替新設すること。 貴重なご意見ありがとうございます。関係機関と調整してまいります。 －

第1回ふれあ
い懇談会

可児会
場

明確な計画があって初めて、川をどうするかになると思う。だけど、何か工事が
先にあってのよう・・・・。
徳山ダムでつくづく思う。利用計画が狂ったで済む問題なのかなあー。

そのようなことはございません。所定の手続きを踏んで進められています。 －

第2回ふれあ
い懇談会

名古屋
会場

河川内で工事が行われていることがあるが、何の為に何をやっているのか分
かり難い。看板などで丁寧に説明して欲しい。

貴重なご意見ありがとうございます。河川工事の内容などについてできるだけ多くの方に分かっ
ていただけるよう、様々な手法を使い、ＰＲに努めて参ります。

第３章第１節第１項
４ 危機管理対策

第9回流域委
員会

- 何故こんなにも急ぐのか、木曽川水系河川整備計画策定
【別紙意見書参照】

平成１８年度より、学識経験者、行政、住民のみなさまからご意見を頂いており、きちんと丁寧に
進めております。今後も引き続きご意見を伺いながら進めていくこととしております。

－

第9回流域委
員会

- 無駄な新規事業(人工構造物建設事業)は、「治水」事業を蝕む
水害常襲地域の河川改修費を削って徳山ダムに投入
そこを削るか！？大問題の荒崎地区の浸水被害対策の予算を回した！
【別紙意見書参照】

ご指摘の内容は平成１６年度直轄河川改修費のうち、約２２億円が削られたとのことですが、保
留解除にて１１月に全額予算配布されました。
また、年度内の数ヶ月間、工事が遅れたとのご指摘ですが、河川内の工事は安全性や施工上
の理由から、基本的に台風等による出水の多い時期を避け、１０月後半以降に着手します。工
事は年度はまたがるものもありましたが、次年度の出水期前には完成したことから支障はな
かったものと考えております。

－

第3回ふれあ
い懇談会

一宮会
場

河川近隣地の開発について規制してほしい すべての開発について規制するのは難しく、また河川管理者のみの対応では規制等は困難な
ことから、関係機関と連携・調整をしながら対応をしていかなければならないと考えています。

-

ハガキ - 堤防下の道路の整備をしてほしい。 道路整備目的の整備は行いませんが、管理用必要な区間については、必要に応じて整備して
まいります。

－

第1回ふれあ
い懇談会

犬山会
場

管理や人の手が入れられるよう、オープンにしてもよいのでは。 質問の趣旨が分かりませんので、大変申し訳ありませんがお答え致しかねます。 －

第1回ふれあ
い懇談会

養老会
場

谷が多くあるため、谷の流末処理を考えてほしい。管轄をわかりやすくしてほし
い。

いただいたご意見では具体的な場所特定できないため、大変申し訳ありませんがお答え致しか
ねます。

－

第1回ふれあ
い懇談会

岐南・笠
松会場
(共同開
催)

無道寺水神様の移動のお願い いただいたご意見は、笠松町に伝えてあります。 －

第1回ふれあ
い懇談会

岐南・笠
松会場
(共同開
催)

帰宅困難者支援センターは、使用しない時の日曜日などに、ガレージセールや
フリーマーケットの場所とする。

いただいたご意見は、笠松町に伝えてあります。 －

第2回ふれあ
い懇談会

一宮会
場

題目に近い表現。具体的記述も加えてほしい。 現時点で具体化していないものも、今後の実施段階で情報提供するようにいたします。 －
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「多くのご意見をいただきましたので、現時点では河川管理者の
考え方の記述に精粗がありますことをご容赦願います。」

意見をいただ
いた方法

開催場所 いただいたご意見 いただいたご意見に対する考え方 記載箇所

第2回ふれあ
い懇談会

美濃加
茂会場

懇談会のイメージが堅い。悪く言うと”悪代官が文句があるなら、言わせてやる
から言え”と言っているイメージである。もっとやわらかい明るいイメージで聞く
べきである。規制ばかりが先行し、何でも言える雰囲気が感じられない。

第2回のふれあい懇談会は、河川整備計画原案（案）たたき台の骨子を説明させていただいた
ため、多少説明内容が専門的で堅いイメージになったかも知れません、ご容赦下さい。

私共は、皆様からのご意見を参考に河川整備計画原案（案）を作成しようとしていますので、
決して物を言わせない様な懇談会は望んでおりません、

今後も懇談会を開催いたしますので、皆様に解りやすく説明するように心がけてまいります。
皆様にもっとご意見の出しやすい懇談会を計画させていただきます。

－

第2回ふれあ
い懇談会

美濃加
茂会場

資料や説明に専門用語が多くわかりにくい。特に一般の方はほとんどりかいで
きなかったのでは？

第2回のふれあい懇談会は、河川整備計画原案（案）たたき台の骨子を説明させていただいた
ため、多少説明内容が専門的になったかも知れません、ご容赦下さい。

今後も懇談会を開催いたしますので、皆様に解りやすく説明するように心がけてまいります。

－

第2回ふれあ
い懇談会

美濃加
茂会場

昨年の発言やアンケート結果をＨＰで見ましたが大変多くの良い意見が出てい
ることが分かりました(昨年は参加していないので)
ポストイットで「短い文」でKJ法で集約していくワークショップを行うともう少しお
互いのイメージがはっきりして思いが共通のものになるのではないでしょうか。
ただ羅列しただけではバラバラの思いになってしまいます。整備計画との結び
つきが出来るように致したい。とにかく木曽川水系の治水維持管理は広大な仕
事で大変なことが分かりました。自分一人の力は大したことはできないが関心
をもってコツコツと毎日少しづつ整備計画に沿って出来ることからやりたいと考
えます。（残された人生）

貴重なご意見ありがとうございます。 －

第3回ふれあ
い懇談会

岐阜会
場

ふれあい懇談会に関係市町の土木担当者を出席させるべきである。 河川整備計画原案（案）については、河川管理者が定めることとなっているため、ふれあい懇談
会では河川管理者が出席しています。
なお、頂いたご意見で市町に係わるご意見については、関係市町にお伝えします。

－

第3回ふれあ
い懇談会

岐阜会
場

第1回のふれあい懇談会での意見がどの様に反映したのか解るようにしてほし
い。

ふれあい懇談会で頂いたご意見に対する河川管理者の見解をご参照下さい。 －

第3回ふれあ
い懇談会

桑名会
場

地域窓口を作ってほしい。 貴重なご意見ありがとうございます。地元の方に一番近い出張所の役割は大きいと考えており
ます、是非ご利用下さい。また、引き続き地域に密着した河川行政に努めます。

－

第3回ふれあ
い懇談会

岐阜会
場

下水道の普及率をもっと上げるべき、縦割りで考えないで。 いただいたご意見は、下水道事業を担当している関係機関へお伝えします。 －

第1回ふれあ
い懇談会

扶桑会
場

扶桑緑地から犬山の間に掘建て小屋が4ヶ所有り、自然の調和がとれていな
い。

小屋は古くから木曽川で行われてきた漁業の船着き場として、漁具置き場・作業
場・休憩所等として漁業期間中設置されてきたものが現在のかたちになっているも
ので、漁期における漁業組合員及び河川利用者（遊漁者等）の利便・漁業振興の一
環として利用されています。

-

第1回ふれあ
い懇談会

羽島会
場

具体的なpHは、酸性又はアルカリ性の場合、中和処理はされているのです
か。

ダム工事などで、コンクリートをたくさん扱う場合などは、濁水処理施設を設け、中和処理をしま
す。最近では、循環利用することにより、できるだけ使用水を河川に戻さない工夫をしています。

-

第1回ふれあ
い懇談会

弥富会
場

弥富市「０の会」の団体として、弥富市にある出張所の見学をさせてほしい。 どうぞ見学してください。日程等につきましては、出張所に問い合わせていただけば結構です。 -

第2回ふれあ
い懇談会

一宮会
場

応急措置の組織について、その都度見直すことを明記されたい。 左記文章では、いただいたご意見の内容「応急措置の組織」がわかりません。
再度、ご意見をいただければ幸いです。

-

第2回ふれあ
い懇談会

大垣会
場

参加自由でオープンな「ふれあい懇談会」は今後も継続して欲しい。 今回だけで終わりではありません。今後も「ふれあい懇談会」を開催していきます。今後も参加
いただき、ご意見をいただきたいと考えております。

－

第1回ふれあ
い懇談会

揖斐川
会場

このような懇談会を毎年開催して欲しい。 今後も河川の整備に関してご意見をいただく機会を設けていきたいと考えております。 －

第1回ふれあ
い懇談会

揖斐川
会場

ふれあい懇談会は毎年開催して欲しい。越美砂防や横山ダムさんも共同では
いかが。県も一緒にやってはどうか。

今後も河川の整備に関してご意見をいただく機会を設けていきたいと考えております。 －

第2回ふれあ
い懇談会

一宮会
場

教科書通りの表現です。もう少し知恵と希望が実感できるものを希望します。 今回の懇談会の結果も含め、皆様からいただいたご意見を参考に、水系として調整のとれた河
川整備計画原案（案）を作成していくつもりです。

－
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「多くのご意見をいただきましたので、現時点では河川管理者の
考え方の記述に精粗がありますことをご容赦願います。」

意見をいただ
いた方法

開催場所 いただいたご意見 いただいたご意見に対する考え方 記載箇所

第2回ふれあ
い懇談会

一宮会
場

地域住民と一体となった定期的評価が無いのはとても不思議です。 今回の懇談会の結果も含め、皆様からいただいたご意見を参考に、水系として調整のとれた河
川整備計画原案（案）を作成していくつもりです。

－

第2回ふれあ
い懇談会

名古屋
会場

(河川整備計画原案(案)は)具体案を示して頂きたい。 今回は、「たたき台（骨子）」という形でお示しさせていただきましたが、今後具体な整備メニュー
も分かる「たたき台（素案）」という形でお示しさせていただくことで予定しております。

－

第1回ふれあ
い懇談会

愛西会
場

夜間暴走族が走り回って困っている。 最寄りの警察署に通報ください。 －

第4回ふれあ
い懇談会

桑名会
場

占用は水と河川敷はあるが、家の占用はどうなっているのか、数はどうか、多
度の占用料が倍になったという話がある。家の都合でなく、堤防の改修の都合
で占用になり、桑名市に合併してそうなったといういきさつがある。

河川の占用については、河川占用の許可は国土交通省で出しているが、占用料の取り扱いは
県が行っています。高くなったという話は県に話を提供します、詳しい話はば三重県の桑名土木
にご確認下さい。

－

アンケート - 興味はありますが具体的に考えたことがないです。 貴重なご意見ありがとうございます。 －
アンケート - デ・レーケ、島津藩、平野・・・の展示(功績)に水の心が感じられました(科学者

として技術者として)もう一度根本から考え直してみたいと思いました。
貴重なご意見ありがとうございます。 －

アンケート - 以前、(伊勢湾台風前まで)は犬山市に居ましたので木曽川では良く知る川でし
たが上流、下流については全く知らなかった。

貴重なご意見ありがとうございます。 －

アンケート - 木曽三川にかかっている伊勢大橋、揖斐長良大橋など渋滞の無いようにして
ほしい。特に伊勢大橋は老朽化しており危険ではないでしょうか。東海地震が
起きた場合、安全でしょうか。

橋の管理は道路管理者が実施することとなりますので、ご理解をお願いします。 －

アンケート - 河口堰を取り払え。 河口堰のゲートを開放すれば、塩水遡上の影響がが生じますので、ご理解をお願いします。 －
アンケート - 伊勢大橋のかけ替え

耐用年数がすぎており、アメリカでも橋が落ち多数の死者が出ている。名四国
道の木曽大橋でも『なににも優先してかけ替えるべき』。

橋の改築は道路管理者が実施することとなりますので、ご理解をお願いします。 －

第8回流域委
員会

- 木曽川水系流域委員会の本来の仕事
～予算の都合に合わせるのではなく、関係住民の「議論の場」作るべき～
【別添意見書参照】

平成１8年度より、学識経験者、行政、住民のみなさまからご意見を頂いており、きちんと丁寧に
進めております。今後も引き続きご意見を伺いながら進めていくこととしております。

－

第3回ふれあ
い懇談会

岐阜会
場

8月22日に行政サイド(国と3県1市)で「合意」した「(徳山ダムにかかる)木曽川水
系連絡導水路」事業については、報道関係者でも「良くわからない」状態で、関
係住民に周知されていない。「たたき台」「素案」「原案」等に説明責任を果たす
ために、どのようなことを、いつ実施するというお考えか？
【別添意見書参照】

連絡導水路については内容が専門的かつ広域的であり、専門家の先生方で構成される流域委
員会で集中審議中です。
流域委員会の審議内容もインターネットで公表しているのでご覧いただき、ご意見、ご質問があ
れば頂戴したいと考えております。

－

第3回ふれあ
い懇談会

岐阜会
場

河川法16条の2第4項の趣旨を「ふれあい懇談会」として実現している、というこ
とであれば、会場が減少していくのが解せない。理由は？
【別添意見書参照】

第１回は現地視察をかねていたことから沿川２９市町村で実施し、第２回はたたき台（骨子）に
対するご意見をお伺いするということで開催会場を少しまとめで主要な６市としました。
第３回は流域や上下流が様々に関係していることから、お互いに相互のご意見を聞いていただ
きながら、ご意見をいただきたいと考え、３会場で実施することとしました。
なお、ふれあい懇談会については河川整備計画原案（案）を作成する前段階として開催し、住民
のご意見を聴いているところであり、河川法１６条の２第４項と直接関係はありません。河川法１
６条の２第４項に基づく手続きは河川整備計画原案策定後、縦覧、公聴会の開催、インターネッ
ト・ハガキでのご意見募集を行う予定としております。

－

第1回ふれあ
い懇談会

長島会
場

造林地の有無が知りたい。 木曽三川の河川敷地では、造林では無く、自然林です。 －

第1回ふれあ
い懇談会

江南会
場

一般市民にはその恩恵がわかりにくい、もっとＰＲを望む。 様々な機会を活用し、河川の整備・管理等について説明する機会を設けてまいります。 －

第1回ふれあ
い懇談会

可児会
場

7/16 ふれあい懇談にて 色々な意見が出ましたが、意見が意見でなく決定す
る様、出来る所は出来る。出来ないものは出来ないとはっきりしてほしかった。

懇談会が終わった後、事務所のHPを通じて懇談会で出たご意見を公開します。
皆様からいただいたご意見を類型化し、河川整備計画原案（案）にどの様に反映させたか解る
ようにさせていただこうと考えております。

－
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「多くのご意見をいただきましたので、現時点では河川管理者の
考え方の記述に精粗がありますことをご容赦願います。」

意見をいただ
いた方法

開催場所 いただいたご意見 いただいたご意見に対する考え方 記載箇所

第1回ふれあ
い懇談会

羽島会
場

後日意見への説明等を公開してほしい。 懇談会が終わった後、事務所のHPを通じて懇談会で出たご意見を公開します。
皆様からいただいたご意見を類型化し、河川整備計画原案（案）にどの様に反映させたか解る
ようにさせていただこうと考えております。

－

第1回ふれあ
い懇談会

江南会
場

参加者の意見・要望について当局の回答がほしい。又、今後どのように整備を
進めていくのか説明がほしい。

懇談会が終わった後、事務所のHPを通じて懇談会で出たご意見を公開します。
皆様からいただいたご意見を類型化し、河川整備計画原案（案）にどの様に反映させたか解る
ようにさせていただこうと考えております。

－

第1回ふれあ
い懇談会

可児会
場

高速道の脇の人は高速道を自分たちの道とは思わないと考えられる。「木曽川
を自分たちの川」として、大切におもうには住民の意見、アンケートを本気で検
討と、それらの対応をフィードバックすることが必要と考えます。その意味で、こ
の会合は貴重な機会と思う

懇談会が終わった後、事務所のHPを通じて懇談会で出たご意見を公開します。
皆様からいただいたご意見を類型化し、河川整備計画原案（案）にどの様に反映させたか解る
ようにさせていただこうと考えております。

－

第3回ふれあ
い懇談会

桑名会
場

①10/20長島会場にて意見を申し上げましたので省略します。
只、市や県に要望しました事項についてはＡＮＳが思う様に帰って来ません(何
故か判りませんがほっつけあいしているようでは？)ので直接お伺いする様、今
後努力したいと思っています。その節には明快な対応(説明、答弁等)をお願い
致します。
今回の説明内容は難しい言葉や専門語が多くてピンとは来ませんがイメージ
は理解できます。今後、都度の説明会等キメ細かい対応を希望します。

市、県の関係者の方には、そのようなご意見があった事を連絡しておきます。多少説明内容が
専門的になったかも知れません、ご容赦下さい。
今後も懇談会を開催いたしますので、皆様に解りやすく説明するように心がけてまいります。皆
様にもっと意見の出しやすい懇談会を計画させていただきます。

－

第2回ふれあ
い懇談会

大垣会
場

資料の中 イロハ、ⅠⅡⅢ、①②③ ｝古い 資料を解りやすく作成するための箇条書きとして使わせていただいております、ご理解下さい。 －

第2回ふれあ
い懇談会

美濃加
茂会場

1時間の資料説明と1時間の懇談会の設定の様でしたが、これだけの資料を読
む(見る)事は、同時には出来ませんでした。又、質問者に対して、司会者が言
葉を重ね、時には返事を出していたりしているのが、何かしら変に感じた。誰と
誰の懇談会であったのかが理解出来ませんでした。資料にも誰がどこが作成
したのかも明記されていませんでした。

第2回ふれあい懇談会は、河川整備計画たたき台の骨子を説明させていただき、皆様からのご
意見をいただくことを主旨に開催させていただきました。
貴重なご意見ありがとうございます。、今後このような会を開催する際には、資料作成や説明等
工夫して参ります。

－

第1回ふれあ
い懇談会

長島会
場

「し尿船」の発着があったが現在は発着しているのか知りたい。 H18末（H19/3）で船着場の占用（使用）届けが廃止され、現在は利用されていません。 －

ハガキ - 木曽三川の●のために何かと勉強する機会が出来ました。感謝しております。 ありがとうございます。今後も皆様に親しまれる河川行政に努めて参ります。 －
第1回ふれあ
い懇談会

桑名会
場

一級河川と二級河川の違いが知りたい。 一級河川は、国土保全上または国民経済上特に重要な水系を一級水系として国土交通大臣が
指定します。その水系に含まれる川を一級河川といいます。管理は国土交通省と国土交通大臣
が指定した区間を都道府県が行っています。
一級水系以外の，公共の利害に重要な関係のある水系を二級水系としてこの水系に含まれる
川を「二級河川」と言います。 管理は都道府県が行っています。
それ以外の小規模な川は，河川法の対象外となりますが，準用する制度に基づいた「準用河
川」もあります。 管理は市町村が行っています。

－

第1回ふれあ
い懇談会

愛西会
場

官民境界の整備(石積みのコンクリート化)の際には、地元に説明してから実施
するようにしてほしい。

貴重なご意見ありがとうございます。従前から地元説明は行ってきているとは思いますが、行き
届かなかったことはお詫び申し上げます。官民境界の整備に関しましては、今後地元に説明を
行うことを徹底いたします。

－

第3回ふれあ
い懇談会

一宮会
場

資料-1、P3-41、表-3.2.3に木曽川左岸での施行場所として「一宮市富田」が挙
げられている。富→冨としていただきたい。これは例示であり資料中には同じ
誤りが散見されるので今後は「冨」を使用して頂きたい。

貴重なご意見ありがとうございます。資料の修正をさせていただきます。 －
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「多くのご意見をいただきましたので、現時点では河川管理者の
考え方の記述に精粗がありますことをご容赦願います。」

意見をいただ
いた方法

開催場所 いただいたご意見 いただいたご意見に対する考え方 記載箇所

第1回ふれあ
い懇談会

瑞穂会
場

昨日7/23お世話に成りました。知った方が多かったですが女性の会の役員等
の自主的な参加がほしかった。私は県の防災関係で大垣の洗堰問題で5年程
前にバス見学をして近く完成する犀川排水機場でのタービンを知っていまし
た。鳥居さんが質問された犀川遊水池について、S36.6の今迄の最大の時が基
本になって考えている様であるが今頃温暖化の異常気象と思われる雨量につ
いても記録更新している、この犀川タービンも安心を見せつける施設である様
に思われる。6月29日の名古屋紡績の様に恥ずかしい初歩的ミスが。清水さん
から根尾川の流れが急と言う事で本巣市の文殊と穂積の標高差38mと聞い
た。長良川・揖斐川はともかく本巣・北方の内水が穂積に集まる事を一人でも
多くの方に知ってもらいたいと思う。巣南の方の揖斐川等初めてでよい体験が
出来ありがとうごいざいました。

貴重なご意見ありがとうございます。
今後とも引き続き河川行政へのご理解ご協力をお願いします。

－

第1回ふれあ
い懇談会

犬山会
場

国定公園法 河川法 規制について 貴重なご意見ありがとうございます。国定公園法につきましては県にご相談下さい。河川法につ
きましては、お近くの出張所か河川事務所にご相談下さい。

－

第1回ふれあ
い懇談会

美濃加
茂・坂祝
会場(共
同開催)

見学させていただきありがとうございました。
河川管理が十分出来ていて、きれいな河川で今後も継続されることをお願いし
ます。

貴重なご意見ありがとうございます。我々もできるだけ、皆様には現地を見ていただきたいと
思っています。今後、懇談会等を企画する際にはできるだけ現地視察等を組み合わせた工夫を
していきたいと考えています。

－

第1回ふれあ
い懇談会

犬山会
場

今日の視察をとおして色々と貴重な体験や勉強をさせていただき今後における
「川づくり」に役立てることができれば幸いに思います。地域環境保全委員とし
てその役割が果たせるよう努めて参りたいと思っております。今後ともよろしく
お願い申し上げます。

貴重なご意見ありがとうございます。今後も河川行政にご協力をお願いします。 －

第1回ふれあ
い懇談会

可児会
場

よく管理されていると思う。 貴重なご意見ありがとうございます。今後も皆様に親しまれる河川行政に努めて参ります。 －

第1回ふれあ
い懇談会

神戸・池
田会場
(共同開
催)

治水事業に日夜努力されておりますことに深く感謝致しております。 貴重なご意見ありがとうございます。今後も皆様に親しまれる河川行政に努めて参ります。 －

第1回ふれあ
い懇談会

犬山会
場

木曽三川といっても広域に渡り、それぞれの地域に適した治水方法がとられて
いると思います。

貴重なご意見ありがとうございます。今後も皆様に親しまれる河川行政に努めて参ります。 －

第1回ふれあ
い懇談会

犬山会
場

現在のところうまくいってると思う。 貴重なご意見ありがとうございます。今後も皆様に親しまれる河川行政に努めて参ります。 －

第1回ふれあ
い懇談会

瑞穂会
場

行政が素早く対応してくれているので良くなった。感謝している。 貴重なご意見ありがとうございます。今後も皆様に親しまれる河川行政に努めて参ります。 －

第3回ふれあ
い懇談会

桑名会
場

②資料には2穴が必要です－(行政の欠点)分厚いものは苦労して穴をあけファ
イル管理している実態をご存知でしょうか？

貴重なご意見ありがとうございます。資料の保存に関しましては、それぞれ方法が異なると思い
ますので、２穴を標準とすることはできません。今後の参考とさせていただきます。

－

第2回ふれあ
い懇談会

大垣会
場

工事の時にその都度、調査を実施しているならば、その情報をＨＰ等で公開し
てはどうか。

貴重なご意見ありがとうございます。収集したデータの今後の活用方法の参考とさせていただき
ます。

－

第3回ふれあ
い懇談会

桑名会
場

地域、住民、行政、窓口を多く、広く、開けた、河川に関するとり込みを受けつ
け相互協力できる体制を作ってほしい

貴重なご意見ありがとうございます。地域の方や関係機関と連携を図りながら適切な河川整備・
管理を実施していきます。

－

第1回ふれあ
い懇談会

犬山会
場

木曽川・益田川について愛知岬迄活動の場として調査して、あまりのゲートの
多さに驚きました。すべて水位、水量などを時々刻々とらえ、さらに河床の整備
など多くの業務があると推察した時、この様な自分達の活動だけでいたことを
反省しました。

ご意見ありがとうござます。いろいろな発見をされたことについてうれしく思います。我々も現場
を見ていただいた後に、ご意見を伺うという、このような企画を今後も考えて行きたいと思いま
す。

－

第1回ふれあ
い懇談会

大野会
場

薮川橋下流右岸のグリーンハウスやおか田の建っている敷地は河川区域です
か？河川保全区域ですか？

ご指摘の箇所は、河川保全区域です。 －
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「多くのご意見をいただきましたので、現時点では河川管理者の
考え方の記述に精粗がありますことをご容赦願います。」

意見をいただ
いた方法

開催場所 いただいたご意見 いただいたご意見に対する考え方 記載箇所

第1回ふれあ
い懇談会

可児会
場

中濃大橋の下で土のうが積み上げられているが、その行く先をしりたいです。 ご指摘の土のうについては撤去しております。 －

第1回ふれあ
い懇談会

瑞穂会
場

牛牧団地の地下水位が上がっていると感じるがその原因は？ ご質問の「原因は？」ですが、牛牧団地近郊において河川管理者として調査等を行っていない
ため見解をお示しすることができません。

－

第1回ふれあ
い懇談会

美濃加
茂・坂祝
会場(共
同開催)

太田宿での堤防で説明された方の下敷きに”栗山組”と広告があったのは、企
業との癒着のように感じられて不快でした。

そのようなことは、いっさいありません。今後は、誤解を招くような行動等謹んで参ります。 －

第1回ふれあ
い懇談会

可児会
場

下田排水ひ管の下についての答弁、ものすごく印象的でした。 どうもありがとうございます。今後も皆様にわかりやすい説明に努めて参ります。 －

第1回ふれあ
い懇談会

各務原
会場

この懇談会は、河川法第16条の2第4項に準ずるものなのでしょうか？ ふれあい懇談会については河川整備計画原案（案）を作成する前段階として開催し、住民のご
意見を聴いているところであり、河川法１６条の２第４項と直接関係はありません。河川法１６条
の２第４項に基づく手続きは河川整備計画原案（案）策定後、縦覧、公聴会の開催、インター
ネット・ハガキでのご意見募集を行う予定としております。

－

第1回ふれあ
い懇談会

大垣会
場

現況で特に必要とは思いません。 何もしないという選択肢もあります。貴重なご意見ありがとうございます。 －

第3回ふれあ
い懇談会

岐阜会
場

治水予算が減っているなか新たな大規模事業を計画するのは、他の治水事業
が出来なくなる

河川の整備は、治水・利水・環境が調和されながら達成されるよう、総合的な視点で実施するこ
とを考えており、目的の達成のために必要な治水事業も連絡導水路も河川整備計画原案（案）
に位置づけることで考えています。

－

第3回ふれあ
い懇談会

岐阜会
場

過去にも大規模事業を優先して予算配分したため、水害の被害が発生してい
る

河川の整備は、治水・利水・環境が調和されながら達成されるよう、総合的な視点で実施するこ
とを考えており、目的の達成のために必要な治水事業も連絡導水路も河川整備計画原案（案）
に位置づけることで考えています。

－

第1回ふれあ
い懇談会

本巣会
場

18・19年度の根尾川に関する予算としてどれだけ計上してあるのかおたずねし
ます。

河川改修費として、平成18年度約2千万円、平成19年度約2億円です。 －

第1回ふれあ
い懇談会

可児会
場

美濃加茂市太田町のように木曽川の氾濫によって農耕地・農作物あるいは家
屋が被害を受けた場合、補償されたか。以上のようなことを日頃知っておきた
いと思っている。

河川管理者としては、自然災害による被害に対する補償はしていません。 －

第1回ふれあ
い懇談会

南濃会
場

砂利採取・河川工事の際には、住民の生活にできるだけ影響をなくすようにし
てほしい。業者を指導してほしい。

河川工事にご理解ご協力ありがとうございます。住民の皆様にご迷惑を掛けないよう適正に指
導していきます。

－

第1回ふれあ
い懇談会

美濃加
茂・坂祝
会場(共
同開催)

質問に書いてある用語(治水、利水)に馴染みがなく、理解することが難しいで
す。一般住民にも日頃から河川の事に関心を持たせたいならもっと分かりやす
い表現をすることも親しみやすい川作りには大切な事かも・・・。

皆様に解りやすく説明するように心がけてまいります。 －

第1回ふれあ
い懇談会

愛西会
場

やや言葉が専門的すぎて理解しにくいところがあった。 皆様に解りやすく説明するように心がけてまいります。 －

第1回ふれあ
い懇談会

高須輪
中会場

国土交通省の行う説明会や懇談会では、できるだけ専門的な用語は用いず
に、解りやすい説明を行ってほしい。

皆様に解りやすく説明するように心がけてまいります。 －

第3回ふれあ
い懇談会

桑名会
場

意見の窓口を各事務所につくってほしい 関係する事務所、その他公共施設のロビー等にもご意見をいただける窓口を設置してありま
す。どのような方法でいただいたご意見も同様に取り扱わさせていただきます。

－

第1回ふれあ
い懇談会

木曽岬
会場

波返し下の部分を、催事などの駐車スペースとして利用できるのか知りたい。 基本的に河川敷を駐車場として利用していただくことは想定しておりません。 －

第1回ふれあ
い懇談会

羽島会
場

今のところ管理が良く行われています。今後今以上宜しく運営してください。期
待しています。

貴重なご意見ありがとうございます。今後も皆様に親しまれる河川行政に努めて参ります。 －

第1回ふれあ
い懇談会

長島会
場

船頭平閘門の桟橋は協議会で規約を作って運用しているという説明であるが、
その規約の内容が知りたい。

協議会の名称・目的・所管する事務・構成・会議・幹事会・監査・事務局・雑則が定められていま
す。詳しくは、木曽川下流河川事務所か木曽川文庫にお問い合わせ下さい。

－
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「多くのご意見をいただきましたので、現時点では河川管理者の
考え方の記述に精粗がありますことをご容赦願います。」

意見をいただ
いた方法

開催場所 いただいたご意見 いただいたご意見に対する考え方 記載箇所

ハガキ - 1940地1地先に設定されている「認可地」がどの様にどんな場合に役立つもの
かについて具体的な説明を伺いたい。どうやら当地における認定地設定につ
いては充分な説明を頂いていない。或いは話を聞いた当事者死去に伴い、往
時での認定地設定がどんな経緯で行われたものか全く不明の状態となってい
る。これについては現地に即した判り易い説明が是非必要であると思考しま

具体な内容ですので、個別に説明させていただきたいと思います。 －

第3回ふれあ
い懇談会

岐阜会
場

「木曽川水系での河川整備計画策定」につき、これからどのような日程をお考
えか？
【別添意見書参照】

現在、流域委員会にて大規模事業の集中審議、及び河川整備計画原案（案）についてご意見を
伺っています。流域委員会での議論の進捗状況を踏まえ、河川整備計画原案（案）を公表した
いと考えております。
その後、河川法に基づく手続きを行っていきます。

－

第1回ふれあ
い懇談会

美濃加
茂・坂祝
会場(共
同開催)

木曽川第一出張所が何故、もっと上流にないのか。 国が管理する区間の変遷により、現在の位置に木曽川第一出張所を設置しています。 －

アンケート - ②第3回ふれあい懇談会の開催案内が10/13に到着、従って参加申込が10/14
発送となりました。こんなのが、当方の意欲を減退させる一因となります。

今回だけで終わりではありません。今後も「ふれあい懇談会」を開催していきます。時期、会場
等についてはできるだけ多くの手法を用い、迅速に情報提供していきます。

－

第1回ふれあ
い懇談会

可児会
場

非農業の為、治水等にはあまり関係がないためこれといった意見がない！！ 今後とも引き続き河川行政へのご理解ご協力をお願いします。 －

第1回ふれあ
い懇談会

犬山会
場

今回の会以降の継続を知りたい。 今後も河川の整備に関してご意見をいただく機会を設けてまいります。 －

第1回ふれあ
い懇談会

一宮会
場

このような企画をもっと実施して欲しい。出来れば女性や学生など幅広く意見を
求める工夫がいるのでは。

今後も河川の整備に関してご意見をいただく機会を設けてまいります。 －

第1回ふれあ
い懇談会

岐南・笠
松会場
(共同開
催)

三川フォーラムもありますが、今日の行事のようなのを年一回くらいあるといい
ですね。女性も参加できるように・・・。

今後も河川の整備に関してご意見をいただく機会を設けてまいります。 －

第1回ふれあ
い懇談会

輪之内
会場

「ふれあい懇談会」が20箇所もの多くの市町村で開催されていることに大変驚
きました。これからもこのような懇談会が多くの場所で開催され、これからの河
川整備を地域の関係者も各市町や木曽川上流河川事務所と協力し考えること
により、よりよい河川整備ができるのではないかと思います。

今後も河川の整備に関してご意見をいただく機会を設けてまいります。 －

第1回ふれあ
い懇談会

可児会
場

一級河川が三川もまとまって流れる木曽三川は、全国でもめずらしい箇所であ
り、治水や利水又河川利用に難しさがある。一方色々な夢や活用の可能性が
あり今後もこの様な懇談会やフォーラムを通じ、進められることを期待します。

今後も河川の整備に関してご意見をいただく機会を設けてまいります。 －

第1回ふれあ
い懇談会

可児会
場

昨年今渡連絡所北の護岸工事が完了しましたがそこには私有地と可児市市道
があり、工事完成後地主より、私有地について買取請求があったように聞いて
ますが、これについて工事着工前に私有との話し合いをして了承の上で着工し
てほしかった、今後もこのようなケースがあると思われますので、よろしくお願
いします。

災害復旧工事で護岸工事を実施しましたが、事前調査不足により大変ご迷惑をおかけ致しまし
た。今後は同じ事を繰り返さないよう十分注意致します。

－

第1回ふれあ
い懇談会

可児会
場

今回参加のきっかけは、たまたま土田側堤防整備状況の確認と今後ボラン
ティア活動を(ふるさと川)具体的に展開しようとした際に窓口へ相談に行った
ら、この会合のあることを知りました。

参加ありがとうございます。今後もふれあい懇談会の開催案内について、様々な手法を使い、
できるだけ多くの方に参加いただけるよう努めて参ります。

－

ホームページ - 木曽川水系では改正河川法16条の2の趣旨(住民・市民の意見の反映)は踏み
にじられようとしている。
【別添意見書参照】

住民のみなさま、行政からご意見をお聴きする方法は様々ありますが、木曽川水系では住民の
皆様からはふれあい懇談会やアンケート、ホームページ等で、行政からは木曽三川河川整備計
画原案（案）策定説明会等でお聞きしております。
特に住民のみなさまからはふれあい懇談会の場で多くのご意見をみなさまから直接いただくこ
とを大切にしていきたいと考えております。

－
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「多くのご意見をいただきましたので、現時点では河川管理者の
考え方の記述に精粗がありますことをご容赦願います。」

意見をいただ
いた方法

開催場所 いただいたご意見 いただいたご意見に対する考え方 記載箇所

第1回ふれあ
い懇談会

南濃会
場

各河川事務所の管轄範囲が分かるような図面がほしい。 詳しくは、木曽川下流河川事務所にお問い合わせ下さい。 －

第2回ふれあ
い懇談会

一宮会
場

新丸山ダムと、それに伴う国道の付け替えで旅足川で橋を架けており、規模も
大きいと聞くが、日本でもどのくらいなのか。

新旅足橋につきましては、橋長が462m、支間長が220mで橋脚高が101mの橋で、日本有数の
規模を誇る大きな橋です。

－

第8回流域委
員会

- 着地点(時期・新規事業採択)が最初から決まっている木曽川水系河川整備計
画策定を多摩川河川整備計画策定と重ねようとするのか？
【別添意見書参照】
・今進行している「木曽川水系河川整備計画策定の進め方」は、この多摩川河
川整備計画策定(そこに至る長い過程を含め)で一定程度得られた「行政と市
民の協働」「パートナーシップ」の成果をぶち壊し、跡形もなく流し去るものに他
なりません。

住民のみなさま、行政からご意見をお聴きする方法は様々ありますが、木曽川水系では住民の
皆様からはふれあい懇談会やアンケート、ホームページ等で、行政からは木曽三川河川整備計
画原案（案）策定説明会等でお聞きしております。
特に住民のみなさまからはふれあい懇談会の場で多くのご意見をみなさまから直接いただくこ
とを大切にしていきたいと考えております。

－

第8回流域委
員会

- 「ふれあい懇談会」というもの
不十分すぎる「関係住民への説明」～16条の2第4項の趣旨はどこへ～
【別添意見書参照】
・「整備計画素案(たたき台)」につき、関係住民に「説明済み」と言えるのかどう
かは甚だ疑問です。

流域委員会でも、理解を促していただくような議論がなされていて、その内容はインターネットで
全て情報を公開しています。
さらにご理解いただけるよう、様々な機会やインターネット等でわかりやすく情報提供しご意見を
募集していきます。

－

第8回流域委
員会

- 「ふれあい懇談会」というもの
不十分すぎる「関係住民への説明」～16条の2第4項の趣旨はどこへ～
【別添意見書参照】
・具体的な施行場所についての意見を求めるのが「第3回ふれあい懇談会」の
趣旨であるなら、懇談会会場を「第2回」の半分の3会場にしたことは、全く解せ
ません。

第１回は現地視察をかねていたことから沿川２９市町村で実施し、第２回はたたき台（骨子）に
対するご意見をお伺いするということで開催会場を少しまとめて主要な６市としました。
第３回は流域や上下流が様々に関係していることから、お互いに相互のご意見を聞いていただ
きながら、ご意見をいただきたいと考え、３会場で実施することとしました。

－

第8回流域委
員会

- 「ふれあい懇談会」というもの
不十分すぎる「関係住民への説明」～16条の2第4項の趣旨はどこへ～
【別添意見書参照】
・市民・住民の感覚・感情と乖離したところで、「予算に間に合わせる」ことを最
優先とするような河川整備計画策定は、将来に禍根を残すことにしかなりませ

平成１８年度より、学識経験者、行政、住民のみなさまからご意見を頂いており、きちんと丁寧に
進めております。今後も引き続きご意見を伺いながら進めていくこととしております。

－

第2回ふれあ
い懇談会

美濃加
茂会場

いただいた資料を理解し、判断する時間が必要なのでアンケート期間を十分に
いただきたい。締切を9月末まで延ばしていただけないか。

貴重なご意見ありがとうございます。一般のご意見は１０月３１日まで受け付けておりますので、
ごゆっくり記入ください。

－

第1回ふれあ
い懇談会

木曽岬
会場

堤防道路と町道の違いについて知りたい。 堤防道路は堤防を管理するための道路です。 －

第1回ふれあ
い懇談会

神戸・池
田会場
(共同開
催)

白鳥用地に運動場が出来ます。利用方法を考えて下さい いただいたご意見は、施設管理者である池田町に伝えてあります。 －

第1回ふれあ
い懇談会

稲沢会
場

橋の新設予定(中野渡船場付近)との説明があったが、道路事情等から、高速
道路を二階建にしてはどうか？

いただいたご意見は、道路管理者である愛知県に伝えます。 －

第1回ふれあ
い懇談会

輪之内
会場

境界について(くい)
海津と輪之内町との境界が今までに何回か､変えられている.その理由を聞か
せて下さい。

いただいたご意見は、輪之内町、海津市に伝えてあります。 －

第1回ふれあ
い懇談会

多度会
場

多度地区にも道の駅を設置してほしい。 貴重なご意見ありがとうございます。道の駅の整備につきましては、地元自治体が行っておりま
す。

－

第1回ふれあ
い懇談会

犬山会
場

この2～3年上水道の汚れが目立つのでは。(まずい)以前は生水でも非常にう
まみを感じた。(くみ上げポンプ、地下の上水管等のメンテ・管理はどの様にさ
れているのか。)

貴重なご意見ありがとうございます。上水については関係機関に伝えてあります。 －
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「多くのご意見をいただきましたので、現時点では河川管理者の
考え方の記述に精粗がありますことをご容赦願います。」

意見をいただ
いた方法

開催場所 いただいたご意見 いただいたご意見に対する考え方 記載箇所

第1回ふれあ
い懇談会

長島会
場

漁(魚・蜆)などの現状について知りたい。 多数の漁業権が設定されて、アユ、シジミ、ハマグリ等の漁が営まれています。詳しくは該当県
の水産部局に問合わせされたい。

－

第1回ふれあ
い懇談会

弥富会
場

木曽川には漁業権が設定されているのかどうか知りたい。 多数の漁業権が設定されています。詳しくは該当県の水産部局に問合わせされたい。 －

第2回ふれあ
い懇談会

名古屋
会場

事業PRが必要 貴重なご意見ありがとうございます。河川事業の役割効果をできるだけ多くの方に分かっていた
だけるよう、様々な手法を使い、ＰＲに努めて参ります。

－

第1回ふれあ
い懇談会

弥富会
場

現在実施している工事の話や河川に関する情報提供を、河川施設を利用する
住民に見せるパンフレット(小冊子)を作成してほしい。

貴重なご意見ありがとうございます。今後、「河川に係る情報」を発信する上で、参考とさせてい
ただきます。

－

第2回ふれあ
い懇談会

名古屋
会場

ヤマトシジミについてはかなり塩分濃度が高くても死滅しないという研究報告が
あるようですので、それについての情報が欲しい

汽水域に生息するヤマトシジミの再生産、あるいは生存を不可能にする意味で重要な環境要因
として、1.底質粒度（底質型－砂か泥か）、2.底層水の溶存酸素量、3.塩分が上げられ、ヤマトシ
ジミの大量へい死の原因は、これら3つの環境要因の大きな変化による場合がほとんどと言わ
れていることから、正常流量を検討するに当たり、河川流況により、直接大きく影響を受ける塩
化物イオンに着目し正常流量の検討しております。塩分濃度が高くても瞬時で死滅することは
ありませんが、水温等の条件が絡むと弱っていくことと言われています。

－

アンケート - 治水権・水利権があると思いますが、もっと水代(用水等)の減額を望みます 水代につきましては、地方自治体等の利水企業者により決められております。 －
第2回ふれあ
い懇談会

美濃加
茂会場

木曽川の水の多くが愛知県側に利用されていると聞きます。美濃加茂市にも、
関市のような市内に貯水タンクを作り、水不足時にもっと利用できるようにして
欲しい。

直接、市当局にご要望をお願いします。 －

ハガキ - 私は長良川の大縄場大橋の近くに住んでいます。いろいろな仕事、旅行でいつ
も利用するのは堤防沿いの道です。信号機も少なく早く目的地に着くからで
す。
①堤防の道路は二車線にして安心してドライブできるようにする
②幅を広げることにより川を守る力も増加します
⑤まだまだ豪雨により河川が乱れるニュースを新聞等で耳にします。100年200
年計画でもよいのでばんじゃくな堤防づくりを切に要望します。自然の脅威は
暴 もの から

堤防道路の利用については、他の利用を勘案し検討する必要があります。道路整備のご意見
については、道路管理者に伝えます。

－

第1回ふれあ
い懇談会

多度会
場

赤沢川は自然排水河川であり、出水時の水位上昇により内水氾濫が生じる。 いただいたご意見は、河川整備計画原案（案）に反映していません。今後、関係機関と協議・調
整します。ご理解願います。今後、関係機関と協議・調整します。

－

第1回ふれあ
い懇談会

多度会
場

福永樋門が老朽しているため、排水機場等を新設(改修)してほしい。 いただいたご意見は、河川整備計画原案（案）に反映していません。福永排水機場は、桑名市
の施設ですので、今後、関係機関と協議・調整します。ご理解願います。

－

第1回ふれあ
い懇談会

多度会
場

赤沢川に排水機場を設置してほしい。 いただいたご意見は、河川整備計画原案（案）に反映していません。内水対策については、右欄
記載のとおり考えております。ご理解願います。

第３章第１節第１項
３ 内水対策

第1回ふれあ
い懇談会

桑名会
場

町屋川の治水を進めてほしい。 員弁川は三重県が管理していますので、管理者にご意見をお伝え致します。 －

第1回ふれあ
い懇談会

弥富会
場

尾張大橋や近鉄の鉄橋の嵩上げを実施してほしい。 いただいたご意見は、河川整備計画原案（案）に反映していません。橋梁等の改築は、施設管
理者と協議・調整していきます。ご理解願います。

－

第1回ふれあ
い懇談会

弥富会
場

両岸の堤防かさ上げに必要なので尾張大橋を早期に掛け替えてほしい。 いただいたご意見は、河川整備計画原案（案）に反映していません。橋梁等の改築は、施設管
理者と協議・調整していきます。ご理解願います。

－

第1回ふれあ
い懇談会

弥富会
場

高潮対策として尾張大橋の架け替えを早急に進めてほしい。 いただいたご意見は、河川整備計画原案（案）に反映していません。橋梁等の改築は、施設管
理者と協議・調整していきます。ご理解願います。

－

第1回ふれあ
い懇談会

木曽岬
会場

国道23号木曽川大橋の嵩上げをしてほしい。 いただいたご意見は、河川整備計画原案（案）に反映していません。橋梁等の改築は、施設管
理者と協議・調整していきます。ご理解願います。

－

第2回ふれあ
い懇談会

桑名会
場

国道1号線尾張大橋の左岸(弥富側)は堤防より橋が低い。橋は昭和10年頃に
作られたもので老朽化しているので橋の取替を行い堤防を左右と同じ高さにし
てほしい。

いただいたご意見は、河川整備計画原案（案）に反映していません。橋梁等の改築は、施設管
理者と協議・調整していきます。ご理解願います。

－
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「多くのご意見をいただきましたので、現時点では河川管理者の
考え方の記述に精粗がありますことをご容赦願います。」

意見をいただ
いた方法

開催場所 いただいたご意見 いただいたご意見に対する考え方 記載箇所

第2回ふれあ
い懇談会

大垣会
場

基本方針･整備計画の説明会であったが、参加住民の中には治水の専門家ら
しき人もおり、専門事項の質問もあった。
これらに対する回答はほとんど無かったのでは？
また、大垣市、県に対して情報提供は必ず行うべき。
5)相川天井川対策(河床上昇)

多くの意見をいただく主旨から、質問回答に十分な時間が取れず、誤解されたかと思います。
大垣市、岐阜県とは引き続き、情報共有に努めていきます。相川についてのご意見は、岐阜県
に伝えます。

－

第1回ふれあ
い懇談会

岐南・笠
松会場
(共同開
催)

用水に蓋をして道になってしまうのは残念。所々をあかす工事も大切に思う。 いただいたご意見は、用水の河川管理者である町に伝えています。 －

第1回ふれあ
い懇談会

稲沢会
場

新濃尾大橋 建設の予定
※羽島市側は計画が完成し、一部道路の完成をみているが、愛知県側の予定
は？

いただいたご意見は、道路管理者である愛知県に伝えます。 －

ハガキ - 揖斐川の上流、肱江川について、養老線、肱江川鉄橋より上流の多度－坂井
線、観音橋間、竹と雑草が生い茂っているために塵芥捨て場になっていますの
で整備してほしい。観音橋の下に堰をつくってほしい。

いただいたご意見は、河川管理者の三重県にお伝えします。 －

第3回ふれあ
い懇談会

桑名会
場

○新橋を早く作ってほしい(●●) 橋梁建設は、道路管理者の業務となります、県又は市にお話し下さい。 －

第1回ふれあ
い懇談会

養老会
場

上石津地区の山面積の4割までが人工林(杉・桧)となっています。植林に適切
でない所も多数ある。これらの問題点の改善を。

いただいたご意見は、関係機関に伝えます。 －

第2回ふれあ
い懇談会

美濃加
茂会場

平成18年7月16日開催の”ふれあい懇談会”の折にも指摘いたしましたが、新
太田橋から太田橋200ｍ下流までの左岸の崩落については出水に依る崩落で
はなく、この処の温暖化で幾分減っていますが冬期の氷結で岸壁の中での氷
が岩を押し出しており、毎年少しずつではありますが崩落が続いておるので
す。災害復旧としては出水等とは異なる原因であることをご承知いただきたい
と思います。
特に太田橋の上・下では甚だしく上流部は歩道橋用の補修工事で改善されま
したが下流部は特にはげしく、崩落を待つのではなく補修をすべきと思います。

自然河岸（岩）であることから護岸整備の計画はなく河川整備計画原案（案）に反映していませ
ん。
いただいたご意見については、可児市又は土地所有者と調整ながら進めることと考えていま
す。

－

ハガキ - 大水の時、堤防の法面にコンクリートブロックで表面を固めてある部分がその
下で空洞ができている。小便小僧の様に水がブロックの透間から吹き出してい
た。(中之江川)もう少し増水し、水圧がかかれば切れることになるのでは？

本計画は、大臣管理区間を対象としています。いただいたご意見は、中之江川を管理している
岐阜県に伝えます。

－

第1回ふれあ
い懇談会

岐南・笠
松会場
(共同開
催)

水難事故等の場合ボートをおろす場所が無いので考えてほしい。(みなと公園) 公園等の整備や管理は市町での対応となります。いただいたご意見は関係機関に伝えてあり
ます。

－

第1回ふれあ
い懇談会

羽島会
場

木曽三川公園の内には羽島市桑原町地内に温泉を利用したクワハウスと桜堤
の健康施設の建設」が計画してあるとのことでしたがこの進捗状況についてお
知らせください。

いただいたご意見は、羽島市における計画であり羽島市に伝えてあります。 －

第1回ふれあ
い懇談会

羽島会
場

両川岸の水削の関係で蛇行しているのでそのあたりの改修工事等について住
民に解りやすく説明してほしい。

改修工事に当たって、ご疑問等が有りましたら、具体的なお話を別途お聞かせいただければ、
説明したいと思います。木曽川水系の管理をしておりますご近所の河川事務所か出張所にお問
い合わせ下さい。また、河川事務所のHP等でもお問い合わせを受け付けておりますのでご利用
下さい。

－
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「多くのご意見をいただきましたので、現時点では河川管理者の
考え方の記述に精粗がありますことをご容赦願います。」

意見をいただ
いた方法

開催場所 いただいたご意見 いただいたご意見に対する考え方 記載箇所

第1回ふれあ
い懇談会

扶桑会
場

絶対安全、安心はないと思います。工事にあたっては古い歴史や地元の人の
意見を尊重して、後々になってそれみたことか、あの時分かってたので意見し
たのに取り上げなかったから税金のムダ使いをしていると言われない工事をし
てほしい。

今後の木曽三川の河川の整備について、できるだけ早い段階から、皆様のご意見を伺い、参考
にしていこうという主旨に則り、ふれあい懇談会等を実施しています。

－

第1回ふれあ
い懇談会

犬山会
場

予測できない雨で氾濫する例が多くなっているが、犬山の整備率はどの程度な
のか。

いただいたご質問ですが、「予測できない雨で氾濫する例が多くなっているが、犬山の整備率は
どの程度なのか」ということですが具体的に整備率とは何を指しているのか特定ができないた
め、具体的見解をお示しすることはできませんが、木曽川の改修におきましては、順次進めてい
きます。

－

第1回ふれあ
い懇談会

弥富会
場

木曽川の水深はどれくらいあるのか、教えてほしい。 朔望平均満潮時において、木曽川8.0k付近では水位が約4.7mです。 －

第1回ふれあ
い懇談会

愛西会
場

木曽川の水位と、低内の農地との高さの差を知りたい。 木曽川左岸8.0k付近の堤内地盤高は約1.3mです。朔望平均満潮位の水位が約1.2mです。 －

第3回ふれあ
い懇談会

岐阜会
場

近い将来の整備計画は市町村の建設課のみでなく河川流域の住民によくわか
るようにPRされたい。

流域住民の方々によくわかるよう工夫しながらＰＲ等を行っていきます。 －

第2回ふれあ
い懇談会

美濃加
茂会場

都市河川ばかりではなく、木曽川全体での「流域別総合計画」(総合治水)が今
後重要と考えます。

貴重なご意見ありがとうございます。 －

アンケート - 川づくりは今大きく変化しようとしている。木曽川でも全国に誇れる計画をつくら
れたい。

貴重なご意見ありがとうございます。 －

第1回ふれあ
い懇談会

扶桑会
場

東洋紡付近の治水維持 いただいたご意見で「治水維持」ということですが、具体的に意見の内容が特定ができないた
め、回答できませんことをご理解願います。

－

第1回ふれあ
い懇談会

扶桑会
場

三川ともに一重堤、二重堤などと聞くが、一重堤を簡単に直している。 いただいたご意見の具体的な意味が特定できませんので、回答できませんことをご理解願いま
す。

－

第1回ふれあ
い懇談会

岐阜会
場

・上流域にダムのない川としての誇り 安全で安心できる河川・地域づくりを地域の方々等とともに構築していく必要があります。 －

第1回ふれあ
い懇談会

長島会
場

河口堰の開閉による水位の増減が知りたい。 ＨＰにて情報提供（１０分間隔にてデータ更新をしています。）していますので、ご覧下さい。 －

第3回ふれあ
い懇談会

桑名会
場

設備等の認識できる場を作ってほしい 貴重なご意見ありがとうございます。我々もできるだけ、皆様には現地や施設を見ていただきた
いと思っています。今後、懇談会等を企画する際にはできるだけ現地視察等を組み合わせた工
夫をしていきたいと考えています。

－

第2回ふれあ
い懇談会

岐阜会
場

戦後最大洪水までの、目標でやむを得ない 貴重なご意見ありがとうございます。 －

第1回ふれあ
い懇談会

扶桑会
場

上流の植林事業の見直し。100年の計。広葉樹(落葉樹)を増やすこと。 貴重なご意見ありがとうございます。森林管理は国土交通省の所管ではないため、所管する関
係機関にお尋ねいただくようお願いします。

－

第1回ふれあ
い懇談会

弥富会
場

今後の堤防整備の年度計画について知りたい。 計画について、具体な年度計画は提示できませんが、本支川及び上下流バランスを考慮し、推
進していきます。

－

第1回ふれあ
い懇談会

扶桑会
場

上流地域の植林状況
針葉樹と広葉樹(落葉樹)の割合

第１章「流域及び河川の現状と課題」で一部記載していますが、森林管理は国土交通省の所管
ではないため、所管する関係機関にお尋ねいただくようお願いします。

－

第2回ふれあ
い懇談会

美濃加
茂会場

治水との連携が全く表記されていないのが残念。 いただいたご意見の意味を特定できないので、回答できないことをご理解願います。 －

アンケート - もっとこうじしたら いただいたご質問の意味が特定できないので、回答できないことをご理解願います。 －
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「多くのご意見をいただきましたので、現時点では河川管理者の
考え方の記述に精粗がありますことをご容赦願います。」

意見をいただ
いた方法

開催場所 いただいたご意見 いただいたご意見に対する考え方 記載箇所

第4回ふれあ
い懇談会

一宮会
場

この河川整備計画の策定スケジュールが導水路事業を来年度予算に位置づ
けることから逆算して立てられている。これは、河川法改正の趣旨とは随分と
違っている。

平成１８年度より、学識経験者、行政、住民の皆さまからご意見を頂いており、きちんと丁寧に
進めております。今後も引き続きご意見を伺いながら進めていくこととしております。

－

第4回ふれあ
い懇談会

一宮会
場

参加者の少なさについて
木曽三川の流域住民の中で、「河川法16条2項の流域住民の声を計画に反映
させる」と言う事を知って参画した住民が今回の参画を見て何人が知っていて
参画したか。啓発が徹底周知されていない。

ふれあい懇談会の開催の案内について、流域内の市町村にチラシを設置するとともに、事務所
ホームページや記者発表を通じて広報するなど周知に努めています。
なお、河川法１６条の２第４項に基づく手続きは原案策定後、縦覧、公聴会の開催、インターネッ
ト・ハガキでのご意見募集を行う予定としています。

－

第4回ふれあ
い懇談会

一宮会
場

「ふれあい懇談会で頂いた～考え方について」 10/20の岐阜会場では「主な
意見」は導水路問題に集中した。笹森課長が(10/20それ以前までの)導水路事
業についての説明をやり返さざるをえなかったくらいである。なのに、本日の
「～考え方について」では導水路問題をとりあげていない(出された問題を切り
わけて部分的に答えているが)、恣意的な「ご意見聴取」となっている。

第4回ふれあい懇談会は、一宮だけでなく、岐阜、桑名において開催しています。資料「ふれあ
い懇談会で頂いた主なご意見に対する考え方について」については、第3回までにその地区の
方々から多く出されたご意見について、河川管理者の考え方を説明させていただいています。
なお、「木曽川水系連絡導水路」に関する説明は、岐阜会場で説明を行っています。

－

第4回ふれあ
い懇談会

一宮会
場

河川法16条の2の運用について 「関係住民の意見」を、身近といえば聞こえは
良いが、目先表面上の問題に限局しようとしている。河川法改正(1997)は、長
良川河口ぜき等大型事業への異論があって行われた。大型の新規事業への
意見を意図的に封じるような河川法16条の2の運用は、改正趣旨を踏みにじる
ものである。

ふれあい懇談会については河川整備計画原案を作成する前段階として開催し、住民のご意見
を聴いているところであり、河川法１６条の２第４項と直接関係はありません。なお、河川法１６
条の２第４項に基づく手続きは原案策定後、縦覧、公聴会の開催、インターネット・ハガキでのご
意見募集を行う予定としております。

－

第4回ふれあ
い懇談会

一宮会
場

導水路事業(及びその調査)にかかる工事については何の提示もないのです
ね？

第4回ふれあい懇談会では、第3回までにその地区の方々から多く出されたご意見について、河
川管理者の考え方をについては、説明させていただいています。なお、「木曽川水系連絡導水
路」に関する説明は、岐阜会場で説明を行っています。

－

第4回ふれあ
い懇談会

一宮会
場

河川整備計画原案(案)P3-33(2) 2行め 溶存酸素量→量は、流量にも依存す
るので、課題とする指標は濃度であるべき。だから、溶存酸素量→溶存酸素
(濃度)の低下とするのが良い。

御指導ありがとうございます。 －

第4回ふれあ
い懇談会

一宮会
場

河川整備計画原案(案)P3-33(2) 4行め～5行め 溶存酸素量→量は、流量に
も依存するので、課題とする指標は濃度であるべき。だから、溶存酸素量→溶
存酸素(濃度)の低下とするのが良い。

御指導ありがとうございます。 －

第4回ふれあ
い懇談会

一宮会
場

河川整備計画原案(案)P3-33(2)6行め 溶存酸素量の回復→量としない 御指導ありがとうございます。 －

第4回ふれあ
い懇談会

一宮会
場

河川整備計画原案(案)P3-33(4) 9行め 栄養塩類の量の測定：測定するのは
濃度であり、量は演算値である。だから、濃度の測定または量の観測。

御指導ありがとうございます。 －

第4回ふれあ
い懇談会

一宮会
場

河川整備計画原案(案)P3-33(5) 1行め BOD等の化学的指標→BODやN.P.
の化学的指標の他に濁度(SS)等物理的指標もある。だから、化学的指標→物
理化学的指標とするのが良い。

御指導ありがとうございます。 －

第4回ふれあ
い懇談会

一宮会
場

資料1表(3) 木曽川縦断計画図 40.4kの橋名 名神ではなく名鉄です。 ご指摘ありがとうございます。訂正させていただきます。 －

第4回ふれあ
い懇談会

一宮会
場

ふれあい会議は毎年1回以上は行なってほしい。 今後も河川の整備に関してご意見をいただく機会を設けていきたいと考えております。 －

第4回ふれあ
い懇談会

岐阜会
場

根尾川について、河川管理者が上下流で変わっているが、交流はどういうふう
にやっておられるのか。

大臣管理区間上流部の河川管理者である岐阜県とは定期的に協議会等を実施するとともに、
必要に応じて調整等を行うなど相互に連絡調整を行っています。

－

第4回ふれあ
い懇談会

岐阜会
場

整備計画原案に希望が取り入れられ満足しています。 貴重なご意見ありがとうございます。引き続き、地域住民の皆様の意見を踏まえた河川整備に
努めていきます。

－

-12-



「多くのご意見をいただきましたので、現時点では河川管理者の
考え方の記述に精粗がありますことをご容赦願います。」

意見をいただ
いた方法

開催場所 いただいたご意見 いただいたご意見に対する考え方 記載箇所

第4回ふれあ
い懇談会

桑名会
場

きそ・長良の背割り堤防の桜は誰が管理か？枯れたりしているので国交省で
対応願いたい。

堤防の管理者として国交省でも管理しています。関係機関と調整しながら管理しています。 －

第4回ふれあ
い懇談会

桑名会
場

占用料も河川改修のために、占用料を払いながら暮らしているが、急に上がる
ことで困っている人もいる。

ご意見があったことは三重県にお伝えします －

第4回ふれあ
い懇談会

桑名会
場

堤防の拡幅
占用料問題により生活権への影響

ご意見があったことは三重県にお伝えします －

第4回ふれあ
い懇談会

桑名会
場

長良川左岸(長島町地内)近鉄から国道一号までの間、堤防道路に雨水が溜ま
り、危険。オーバレイで補修して下さい。

ご意見があったことは道路管理者にお伝えします。 －

第4回ふれあ
い懇談会

桑名会
場

木曽川左岸(長島町地内)国道23号の取付部が沈下し、危険な状態なので早期
の堤防改修を望みます。

ご意見があったことは道路管理者にお伝えします。 －

第8回流域委
員会

- 一般的に、「関係住民からの意見」を小さなもの(直接的・情緒的なもの)に切り
ちぢめようという努力がありありと見えすぎて白けます。「涸れた川より水の流
れている川の方が良い」「コンクリートがむき出しての堤防より緑の多い堤防の
方が良い」－それはそれで多くの人々の意見として結構ではありますが、一般
の市民・住民はそれ以上のことは考えるな、口出すなという姿勢であるように、
私には見えます。

住民のみなさま、行政から意見をお聴きする方法は様々ありますが、木曽川水系では住民の皆
様からはふれあい懇談会やアンケート、ホームページ等で、行政からは木曽三川整備計画策定
説明会等でお聞きしております。
特に住民のみなさまからはふれあい懇談会の場で多くの意見をみなさまから直接いただくこと
を大切にしてまいりました。
なお、頂いたご意見に対する考え方についてはホームページに掲載しております。

－
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「多くのご意見をいただきましたので、現時点では河川管理者の
考え方の記述に精粗がありますことをご容赦願います。」

意見をいただ
いた方法

開催場所 いただいたご意見 いただいたご意見に対する考え方 記載箇所

第10回流域
委員会

- 「無駄な新規事業を位置づけることは、他の必要な事業を『後回し』にすること
になる」という(私たちの意見書の)部分を気にした委員もいました。
それに対して河川管理者の回答は「ダム事業と通常の河川改修事業とは別枠
になっています」でした。(導水路事業が問題になっているのに「ダム事業」とし
たのは、水資源機構事業にすると決めているからなのでしょう)。次の点で、こ
の回答は不適切です。
① 「別枠」で確保するかどうかは、まさに河川管理者たる国交省(河川局)が決
めることです。治水特別会計の中の配分は河川局が決めて予算化します。一
度決まった予算でも「項の間の移用」という手だてで、使途を変えることも可能
なのです(→③)。
②「にも拘わらず「・・・なっている」という表現を(河川局ラインの人が)するの
は、「治水予算の配分は硬直化しており、その硬直化を正す気はありません」と
居直っていると言わざるをえません。
③ 2004年度には「(牧田川・杭瀬川の)河川改修事業予算」を削って徳山ダム
建設事業に回した、という事実があります。(07.11.20付け「木曽川水系流域委
員会への意見書」－近藤ゆり子－＜別添資料1＞) (→ ④)
④ 河川管理者は、「甚大な水害などがあれば・・・」という形で、通常の(新規事
業ではない)河川改修事業の進捗(予算がつく、執行される)は不確定であること
を示しました。そういう意味では嘘はついていません。が、実際には「新規事業
が着工されればそこに優先的に予算配分される」ことは明らかです。
⑤ 治水特別会計予算はどんどん減っています。22日、河川管理者は「今まで
の予算のありようなどから推測した見通しでは、およそ30年内にこれらの施策
は実行可能だ、ということで(河川整備計画での)施策をあげています」と言いま
した。この「今までの予算・・・・」が極めて厳しくなっていっているのです。「今ま
で通り」の硬直化した予算配分では、なかなか進捗が見通せません。思い切っ
た「メリハリをつけた予算の弾力化」が求められています。
⑥ こうしたときに「喫緊とは到底言えない(全国にも類例のない)超過渇水対
策」のために巨額の費用を要する事業を開始することは、必要な『通常の河川
改修事業』の遅延に繋がってしまう、というのは決して単なる「反対派がケチを
つけるために言っていること」「杞憂」ではありません。木曽川水系の指定区間
での、「二線堤」「住宅地嵩上げ」など要望は、実際に「とてもではないが、予算
がない」の一言で蹴られています。
河川整備計画に言葉としては盛り込まれようとしている「二線堤」等の実現は

河川の整備は、治水・利水・環境が調和されながら達成されるよう、総合的な視点で実施するこ
とを考えており、目的の達成のために必要な治水事業も連絡導水路も整備計画に位置づけるこ
とで考えています。

－

第2回ふれあ
い懇談会

大垣会
場

国土交通省では平成２年度より河川水辺の国勢調査を実施しているが、相川
と杭瀬川で調査を実施した等の情報がＨＰ等では得られない。この様な現状が
把握されていない状態で河川改修が進められているという現状は問題ではな
いのか。

杭瀬川においては、河川水辺の国勢調査を実施しており、環境に関する情報は把握しておりま
す。調査結果は「河川水辺の国勢調査年鑑」などにより公表しています。
なお、相川につきましては、岐阜県の管理する区間となっております。

－

第8回流域委
員会

- ・具体的な施行場所についての意見を求めるのが「第３回ふれあい懇談会」の
趣旨であるなら、懇談会会場を「第２回」の半分の３会場にしたことは、全く解せ
ません。

第１回は現地視察をかねていたことから沿川２９市町村で実施し、第２回はたたき台（骨子）に
対する意見をお伺いするということで開催会場を少しまとめて主要な６市としました。
第３回は流域や上下流が様々に関係していることから、お互いに相互の意見を聞いていただき
ながら、意見を頂きたいと考え、３会場で実施することとしました。

－

第8回流域委
員会

- ・市民・住民の感覚・感情と乖離したところで、「予算に間に合わせる」ことを最
優先とするような河川整備計画策定は、将来に禍根を残すことにしかなりませ

平成１８年度より、学識経験者、行政、住民のみなさまから意見を頂いており、きちんと丁寧に
進めております。今後も引き続き意見を伺いながら進めていくこととしております。

－

アンケート - 管理された河川がよいのかどうかなどいろんなことが知りたいです。 今後も住民の皆様にご理解いただけるよう住民説明会や、広報紙などにより都度皆様にご説明
申し上げていきたいと考えています。各分野にわたり、いろいろな形や機会で説明を図っていき
たいと考えていますので、今回の河川整備計画原案（案）には特には記載しておりませんが、ご
承知願います。

－

-14-



「多くのご意見をいただきましたので、現時点では河川管理者の
考え方の記述に精粗がありますことをご容赦願います。」

意見をいただ
いた方法

開催場所 いただいたご意見 いただいたご意見に対する考え方 記載箇所

アンケート - 昔はよく水泳ぎ行き、おぼれたこともありましたが、都度上級生に助けられ泳ぎ
を覚えたものです。

貴重なご意見ありがとうございます。 －
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